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脳 ブ ー ム が 映す も の 


脳 に 対す る 一 一 般 の 関心 が 高まっ て いる 。 この 「 脳 ブー ム 」 の 背景 に は 、 最近 の 社 
か いじ ょ 


会 情勢 の 変化 が ある と 私 は 考 える 。 
コン ピュ ー タ や イン ター ネッ ト な ど 、 人 間 を 取り 囲む 情報 和 玉 は 激変 し た 。 そ 


れ に 伴 っ て 、 社 会 の 中 で 要求 され る 能力 も 変化 し て いる 。 
従来 の 能力 観 、 知性 観 が 役 に 立た な く な っ て き て いる の で ある 。 そ ん な 時 代 の 
流れ の 中 で 、 自分 の 麻 を 、 どの よう に 使っ た ら 良 い の か わか ら な い 。 そ の よう な 漢 
ふ あん 


然 と し た 本 ト 安 が 、 人 人 々 の 歴 へ の 関心 を 高め て いる 。 

産 業 革命 以降 、 事 務 処 理 を 正確 に こなす こと の で きる ホワ イト カラ ー が 評価 さ 
れ て きた 。 し か し 、 定型 的 な デー タ 処 理 な ら ば 、 今や コン ピュ ー タ が 迅速 に や っ て 
くれ る 。 い つの 世 で も 、 稀 少 な 財 が マー ケッ ト で 評価 さ れる 。 コ ンピュータ に は 
まね の で き な い 人 間 の 能 カカ が 求め られ る 。 す な わ ち 、 他 者 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 
取る 能力 と 、 新 し いも の を 生み 出す 創造 性 で ある 。 

は 、 単純 な 計算 や 読み 書き の 能力 を 第 える ドリ ル へ の 関心 が 高い 。 確 か 
層 の 基礎 体力 を 育む ト レー ニン グ と し て は 役立つ っ 。 し か し 、 それ だ け で は 人 人 
08 時 旨 社 的 能 力 は 引き 出せ な い 。 正解 の 決ま っ た 問題 を 素早 く こ な す の は 、 コ 
ンピュータ が * 得 意 な こ と で ある 。 入 社 試 験 で 、「 そ うか 、 君 は ドリ ル が 素早 く で き 
る の か 」 と 言っ て 将 ぶ 会社 は な い は ず で ある 。 
コミ ュ ニ ケー シ ョ ン 能 カカ も 創造 性 も 、 一 日 に し て 健 成 栽 培 で き る 能力 で は な 
い 。 まさに 、 人 間 と し て の 総合 力 が 間 わ れる 。 騰 へ の 関心 は 、 人 間 へ の 関心 に つ な 
が ら な けれ ば な ら な い 。 人 間 を 知っ て こそ 、 脳 ブー ム も 生き る の で ある 。 


(茂木 健一 郎 「 脳 ブー ム が 映す も の 」 昌 本 経済 新聞 夕刊 2005 年 7 月 7 日 付 に よる ) 


汐 字 ( 優 名 湊 音 ) 声 崩 ”。 | 坪 性 沿 文 (中 文 ) 
脳 ( の う )① [名 ] 大 有 : 共 及 : 知 力 

ブー ム ① [名 ] 
映す (うつ す )② [ 他 動 1」 映 、 照 放映 反映 
関心 (か ん し ん )⑨⑩ | [名 ] 感 ※ 趣 , 美 注 
高まる (た か まる )③ [自動 1」 提 高 , 増 代 , 高 漂 
『 景 (は いけ い )⑰ | [を ] 布 景 背景 邊 山 
情勢 (じょう せい )⑩ [名 ] 形勢 . 局 勢 

取り 囲む (と りか こむ )⑥④ [ 他 動 1」 包 国 , 政 先 
激変 (げき へ ん )⑥ | [名 ・ 自 動 3] 急 財 変 化 , 居 変 
要求 (よう きゅう )⑩ [名 ・ 他 動 3] 要求 , 需 求 : 電 要 
能力 (の うり ょ く )① [名 ] 能力 , オ 能 


従来 (し じゅう らい)① [名 ・ 副 ] 以 往 , 辻 去 ; 走 到 現在 
~ 観 (か ん ) [接尾 ] 


知性 (ちせ い )①② 
流れ (な が れ )③ 流 効 : 河 流 : 潮 流 

漠然 (ば く ぜ ん )⑩ 各 棚 的 , 模 和 棚 的 , 先 銃 的 

高め る (た か め る )③ 提 高 , 拾 高 , 提 電 

産業 革命 (さん ぎょ うか くめ い )⑤ 導 普 革命. 工 普 革命 

事務 ( じ む )① | 事 才 か 公 

処理 (し ょ り )① [名 ・ 他 動 3] 外 理 : 放 理 

正確 (せい か く )⑩ 2 [名 ・ ナ 形 ] 正 秦 的 , 准 秦 的 

消化 : 弄 砕 : 掌 握 , 返 用 自 如 : 外 
理 , 完 成 

ホワ イ トカ ラー⑤ [名 ] 白 領 際 情 , 勝 力 工 作者 

評価 (ひょう か )① [名 ・ 他 動 3] 何 信 送 傘 : 入 可 , 近 竹 

定型 的 (て いけ いて き )⑩⑪ [ ナ 形 ] 有一 定形 式 的 , 定 型 的 


こなす ①⑰ [ 他 動 1] 


汐 字 ( 優 名 誠 音 ) 声 山 。 | 


デー タ (⑩⑩ 


ーー : 


河 性 
[名 ] 


週 又 (中 文 ) 


第 8 課 


( 妹 表 ) 


今や (いま や )⑤ 


[ 副 」 


| 如 今 , 現 在 己 供 


迅速 (じん そく )⑩ 


[名 ・ ナ 形 ] 


迅速 的 


世 ( よ )①⑩⑥ 


時 期 時 代 : 世 同 , 社 会 


身 少 (きしょう )⑩⑪ 


[名 ・ ナ 形 ] 


稀少 的 , 少 見 的 


財 ( ざ い )① 


[名 ] 


財 富 , 財 導 


マー ケッ ト ①③ 
まね 


[名 ] 
[名 ・ 他 動 3] 


市 協 
模 倍 , 傍 : 装 : 挙 止 , 行 妨 


求め る (も と め る )③ 


[ 他 動 2] 


| 追求 , 潟 詞 ; 要 求 


すなわち ② 


[接続 ] 


就 是 池 , 換 育 之 


他 者 (た し ゃ )① 


[名 ] 


列 人 , 其 他人 


生み 出す (うみ だ す )③ 


[ 他 動 1] 


| 生出 導出; 合造 出 


創造 性 (そう ぞう せい )① 


[名 ] 


倒 造 性 


単純 (た ん じゅ ん )⑩ 


[名 ・ ナ 形 」 


計算 (けい さん )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


単 午 的 , 筒 単 的 
寸 算 ; 算 汁 , 考 慮 


読み 書き (よみ か き )⑨②① 


| [を] 


ドリ ル ①⑩ 
基礎 体力 ( き そ た いり ょ く )③ 


[名] 
[名 ] 


pe 
逢 。 鋼 千 』 反 食 線 


基本 体 能 , 基 本 能力 


育む (は ぐ で くむ)③ 


トレ ー ニ ング の ⑨② 
潜在 的 (せん ざい て き )①⑪ 


= 


[ 他 動 1 
[名 ・ 自 動 3] 


抱 , 蜂 ; 券 育 ; 培 育 , 培 券 


党 衝 , 凶 


[ ナ 形 ] 


潜在 的 


引き 出す (ひき だ す )③ 


[ 他 動 1] 


拉 出 来 : 引 生出 来 : 取 出 


正解 (せい か い )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


正 秦 答 案 : 正 秦 的 解 笑 


素早 い ( す ば や い )③ 


[ イ 形 ] 


」 快速 的 麻 利 的 


君 ( き み )⑩ 


[ 代 ] 


傍 比 自己 低 的 人 ) 


休 ( 一 般 用 王 男性 称 呼 同 非 或 身 


喜ぶ (よろ こぶ )③ 


[ 自 他 動 1] 


次 喜 , 高 炎 ; 成 然 接 受 


® 


OO eC @ 


(人 鉄 素 ) 


波 字 ( 候 名 浪 音 ) 声 週 … ぼ 河 性 0 河 叉 (中 文 ) 
促成 (そく せい )⑩ [名 ・ 他 動 3] | 人 工 加速 培 育 
栽培 (さい ば い )⑩ [名 ・ 他 動 3] 栽培 , 培 育 
まさ に ゆ | [ 副 ] 秦 医 , 正 是 


総合 (そう ご うり ょ く )③ [名 ] 祭 合 能力 
問う (と う )⑥① [ 他 動 1 同 , 打 叫 : 追 究 


舎 ) 旬 型 ・ 削 法 
1. ~ に は 
在 第 一 期 学 ゴ 了 助 滞 “ に ” 用 手提 示 時 同 、 地 点 、 方 位 等 , 在 表示 張 洞 或 是 与 其他 事物 近 
行 対比 的 時 候 , 可 以 在 “に "局面 加 上 “は ”。 
A 父 は 11 時 に は 帰っ て く る と 思う 。 〈 我 想 父 楽 11 点 会 回 来 的 。) 
人 京都 に は 行っ た が 、 奈良 に は 行か な か っ た 。 ( 去 了 京都 , 但 没 去 奈良 。) 
“名 十 に は ” 巡 可以 表示 定 傘 的 禁 准 意思 是 “ 対 手 …… 来 江 ク 、“ 対 手 …… 面 育 ”。 
へ この ドレ ス は 、 わた し に は 派手 すぎ る 。 ( 徹 条 福 子 , 我 容 太 花 哨 了 。) 
人 この 開 題 は 一 年 生 の 生徒 に は 難し すぎ る 。( 六 道 題目 対 手 一 年 舟 学生 来 六 
礁 了 。) 
"名 / 動 基本 形 土 に は "表示 要領 色 前 項 或 多 前 項 前 目標, 就 六 流 換 行 后 項 或 者 后 項 中 
其 最 佳 逃 拝 等 , 意 思 是 “ 要 …… 就 得 …… 2 常用 手 “* ン て に は て が 必要 だ ( 要 …… 就 需要 
る )”、“ こ に は へ ~ が 一 番 だ ( 要 …… 其 最 好 的 )”、* こ ~ に は へ ~ が 求め られ る ( 要 …… 就 要求 


A 病気 を 予防 する に は 、 適度 な 運動 が 大 切 だ 。 ( 要 預 防 疾病 , 拓 度 的 拓 重要 。) 
A その レス トラ : ン へ 食事 に 行く に は 予約 が 必要 だ 。 ( 去 那 家 堆 偽 就 覆 需 要 預 釣 .) 


人 健康 を 保つ に は 規則 正しい 生活 が 一 番 重 要 だ 。 ( 要 保 持 健康 , 最 重要 的 就 是 有 規 
律 的 生活 。) 
2. ご は ず だ 


在 第 二 期 第 9 東 学 ゴ 了 “は ず だ "表示 現 括 人 的 推測 、 半 断 , 意 思 是 " 訟 次 ……”、“ 捧 理 


A A, Cr (山田 也 会 参加 今晩 的 棄 会 口 の 
B: 出張 に 行く と 言っ て いた か ら 、 来 な い は ず で す 。 ( 他 之 前 江 要 夫 出 差 的 , 応 涼 
不 会 来 。) 
* 動 た 形 十 は ず だ "表示 淡 括 人 受 現 自己 的 込 知 与 現 実状 況 不 符 . 対 此 感 到 半 昇 或 是 后 
悔 , 多 互 表示 編 折 的 表 送 方 式 一 起 使用 , 意 思 是 “ 明 明 ……〈 却 )"、“ 的 雄 ……〈 但 )"、“ 碑 笑 


A 大 方 し た 資料 は 何 度 も チェ ッ ク し た は ず な の に 、 ま た 間違い が 見 つか っ た 。 
い 症 次 80 天 幸 己 4 和希 午 計 衝 伏 了 ・ 人 2 半 現 古人 う 

へ 朝 出 か ける 時 に 、 鍵 を か ば ん に 入れ た は ず な ん だ けど 、 見つから な い 。( 早 上 出 
品 的 時 修 , 明 明 把 大 革 放 在 包 里 的 . 現 在 却 抱 不 到 了 。) 

* 小 名士 は ず だ "表示 洋 人 理解 了 原 本 賞 得 花 昇 的 事物 意思 是 “ 怪 不得 ……”、“ 傘 怪 

om "。 接 銭 ナ 形容 週 小 句 時 , 用 “ ナ 形 周二 な は ず だ "的 形式 。 

へ 彼 は 怒る は ず だ 。 あ ん な ひど いこ と を 言わ れ た ん だ か ら 。( 被 競 得 那 名 辻 分 , 礁 尾 
他 生気 了 。) 

人 (動物 園 で ) 
A, どこ も 人 で いっ ぱい で すね 。 ( 路 ル 都 是 人 山 人 海中 。) 
B: ええ 、 込む は ず で す よ 。 今 日 は 子ども の 日 で すか ら 。( 是 叶 今 天 是 旭 童 革 , 人 

自然 会 多 了 。) 


3. に し て ( 肘 瑞 ) 
“へ ~ に し て " 接 在 表示 短 暫 時 同 的 名 周 后 面 . 表 示 在 一 定 的 短 暫 時 同 内 , 意 思 是 “ 付 付 (用 


人 人 攻 で ご 革 に し て 家族 を 突っ た 。 ( 在 交通 事故 中 上 同 失 去 了 家人 っ 

へ 彼 は や っ ぱり 天才 だ 。 三 日 に し て この 論文 を 書き 上 げた と いう か ら 。( 他 果 然 是 
天 オ オ , 戸 逆 付 花 了 三 天 時 同 就 写 完了 送 入 條 文 。) 

人 ロー マ は 一 日 に し て な ら ず 。 (中 弓 不 是 一 天 建 成人 前 。) 


~ に し て ( 除 段 ) 


“名 十 に し て ”" 逐 可以 表示 到 送 一 定 了 段 オ 秋 生 茶 事 , 意 思 是 “ 到 了 …… オ …… ?。 営 用 手 
“こと に し て 初め て こと “ンー に し て よう や くっ ぐう 等 形式 。 


ド 立つ 
へ 科 aeueioe て 人 に な っ た 。 ( 他 列 了 50 ダ オ 当 上 了 多 素 ) 
へ 5 回 目 に し て よう や く 運 転 免 話 の 実技 試験 に 合格 で きた 。 ( 考 到 第 5 次 オオ 鉄 手 通 寺 
了 履 引 正 考 直 。 
4 こそ / で こそ 
助 同 “ こ そ " 接 在 名 列 后 面 . 表 示 特別 強 己 某 事 物 , 意 思 是 “…… オ ……"、“…… 正基 


32 
DCT 
o 


i a A 1 
こち ら こ そ 、 よ ろ し く 。 〈 我 オ 要 清 人 多 多 共 承 。) 


Le の に 合格 する 。 ( 我 今年 一 定 要 通 計 日 番 能 力 考 江 。) 
“ 動 て 形 十 こそ "表示 条件 , 意 思 是 " 只 有 we オ 4 っ 


へ お 金 は 使っ て こそ 価値 が ある の だ 。 ( 算 内 有 花 了 オ 体現 基 人 人 
人 お 写 い 助け 合っ て こそ 、 チ ー ム ワー ク と 言え る 。 〈 只 有 互 相 都 助 オ 称 得 上 団員 
合作 。) 


殴 嬉 江 ・ 表 控 方 式 
1. 脳 に 対す る 一 般 の 関心 が 高まっ て いる 

“関心 " 込 不 河 与 双 竹中 “ 甘 心 "一 滞 的 意思 井 不 相同 。 “関心 ” 是 表示 対 某 件 事 情感 送 趣 , 
共 注 某 事 , 面 不能 表示 “ 甘 全 "。 

へ 田 申 さ ん は 政治 に 大 い に 関 心 が あ る 。 (田中 対 政 治 入 感 炎 趣 。) 

A この 事件 に 対す る 世間 の 関心 は 高い 。 (人 何 対 送 不 事件 的 美 注 度 視 高 。) 

“ 高 ま る "大 自 凛 同意 皿 志 “ 製 高 "、“ 増 挟 ^ で 高 滋 ”。 

A 期待 が 庫 ま る ( 更 加 期待 > 集 中 方 が 高まる (注意 力 提 高 )、 不満 が 高まる (不満 

的 情 侍 高 滞 不信 感 が 高まる (不信 任 感 増加 ) 

呈 " 曽 まる "相対 応 的 他 効 局 是 本巣 巣 文 第 和則 間 高め る ”。 周二 像 六 欄 対 訪 
的 自 他 効 油 近 有 入 多 , 如 “強まる ( 増 張 、 強 大 )” 与 * 強め る ( 加 強 、 張 化 )”、“ 集 まる ( 乗 集 、 集 
中 )” 王 "集め る (収集 )”、“ 始 まる ( 井 始 )” 号 “始め る ( 弁 始 )” 等 。 


第 8 課 
の うり ょ く か ん 
2. 能力 観 


"ー 答 "可以 作 接尾 語 。 多 接 在 名 対語 面 表 示 想法 、 看 法 等 。 除 了 本 課 記 中 出現 的 


* 能 力 観 * 知 性 往 " 外 . 巡 有 : 


じん 麻 


へ 人 生 観 (人 生 現 ) 、 価 値 観 ( 公 値 匠 )、 礎 


せん に 入 観 


史観 ( 訪 史 務 )、 先 入 観 ( 先 入 方 主 的 誠 念 ) 


ひと びと 


3. その よう な 洪 然 と し た 不安 が 、 人々 の 脳 へ の 関心 を 高め て いる 
"漠然 " 一 人 “タル ト 玲 " 的 ナ 形 容 局 , 意 思 是 " 模 棚 的 ”、* 含 棚 的 "、" 先 銃 的 "タル ト 
型 > 的 ナ 形容 同 . 周 干 一 般 是 山 不況 字 。 且 常 以 " て た る “こと し た "的 形式 来 傍 接 名 語 。 以 
“こと “へ へ として” 的 形 式 舌 接 効 己 或 形 容 河 等 。 美 似 的 河 玉 有 “ 整 然 ( 整 謀 的 、 井 然 有 序 
的 "堂々 ( 堂 堂 正 正 的 )” 等 。 
ム へ 整然 と し た 町 並み ( 整 電 的 街道 
人 堂々 と 自分 の 意見 を 言う 。 (光明 正大 地 閲 出自 己 的 意見 。) 


せい が 


4. 事務 処理 を 正確 に こなす 

効 過 “こなす ” 除 了 表 示 “ 消 化 "、“ 弄 砕 ” 等 具体 的 意 叉 之 外 。 近 可以 表示 “ 祖 好 地 完 成 、 
理 某 項 工作 " 或 者 " 吉 舌 掌 所 某 衝 技 木 、 技 能 ” 等 抽象 的 意 叉 。 

人 この 仕事 を 一 日 で こなす こと は 無理 だ と 思う 。 〈 我 込 妨 一 天 之 肉 完成 送 條 工作 是 

不可 能 的 

人 数 か 国語 を こなす 。 ( 熟 牧 掌握 ル 人] 外 竹 。) 

此 外 “ 動 幸 手形 十 こ な す ” 巡 可以 枚 成 懇 合 効 河 , 例 如 : 

へ 使い こなす ( 庄 用 自 如 、 熟 秩 掌 所 ) 、 乗 りこ な す ( 箇 取 ) 


いま 


5. 今や 
副 同 “今や "的 意思 莉 " 如 今 ”、" 現 在 己 多 "包含 “ 辻 去 不 是 遂 衝 情 況 但 是 如 今 …" 的 
意思 。 


いま 世 か いて き 


人 渡辺 さん も 今や 世界 的 に 有名 な 作家 に な っ た 。 (渡辺 如 今 己 勾 成 了 世界 著名 的 
作家 。) 

へ 今や メー ル の 時 代 だ か ら 、 手紙 は あま り 書 か な く な っ た 。 (現在 己 勾 是 申 子 郎 件 
的 時 代 了 . 所 以 不 大 有人 写 信 了 。) 


Oe @ 


6. まさ に 


副 同 “まさ に "的 意思 是 "的 秦 ”、“ 正 是 " ・ 真直" : 帯 有 強 週 的 造 気 。 
人 彼 は まさ に うち の 会 社 が 求め て いる 人 材 で す 。 〈 他 正 是 我 休 公 司 号 求 的 人 オ 。) 


人 これ こそ まさ に 本 場 の 京 料理 で す 。 ( 六 正 是 地道 的 京都 料理 。) 


. 脳 へ の 関心 は 、 人 間 へ の 関心 に つなが ら な けれ ば な ら な い 


送 名 活 的 意思 是 “ 対 大 膳 的 美 注 要 与 対人 本 身 的 美 注 険 系 起 来 へ 。“ つ な が る ” 基 自 効 河 , 
意思 是 " 科 接 ” 或 者 “ 与 …… 有 甘 ”、“ 奉 入 ”。 与 “つなが る ” 対 記 的 他 効 同 星 "つなげ る ”。“ー に 
つなが る "的 意思 是 " 号 …… 有 際 ”、* 与 …… 有 窪 科 "用 法 比較 更 活 , 可 根 掘 不同 的 句 子 
活 番 洋 。 

へ 毎 且 の 努 力 は きっ と 未来 に つなが る 。( 毎 天 的 努力 青 定 会 対 特 来 有 有 所帯 助 。) 

へ 両面 コピ ー は コス ト 削 減 に つなが る 。 ( 正 反 柄 面 邊 印可 以降 低 成 本 。) 


会話 


O 


. 王 さ ん 、 あ さっ て 午後 2 時 に 章 
会 識 宝 を 予約 し と いて 。 
. は い 、 了 了解 し まし た 。 あ の う 、 販売 部 全員 参加 で すか 。 


,。 う ん 、 そ うだ よ 。 20 人 ぐら い 座 れる と ころ を 予約 し て 。 


を ご うか い ぎ し つっ 。 ご うか い ぎ し っ 
: と いう こと は 、 7 号 会 議 室 か 8 号 会 議 室 で すね 。 


日 So 
か い ぎ じ かん よ て い 所 
: 会 議 時 間 は どの ぐら い 予 定 し て いる ん で し ょ うか 。 


, 全 回 は 販促 の 企画 会 議 だ か ら 、 少 な く と も 1 時 間 は か か る な 。 ま あぁ 1 時 間 
は ん よ や く トト ャ 


半 、 予約 入れ と Ma 
幡 , は い 、 わ か り ま し た 。 


うけ つけ 


(受付 の 人 と 電話 で ) 


お うし ょ う か 


王 小 華 : 


お 疲れ 様 で す 。 販売 部 の 主 で す 。 あさ っ て 
議 室 か 8 号 会 議 室 を 予約 し た いん で す が 。 


。 あさ っ て の 午後 2 時 で すね 。 少 々 お 待ち くだ さい 、 確認 し ます 。 あ 、7 号 


か い ぎ し っ ご じ は ん の は ヒヒ じ お よ で い 
半生 は 年 松 時 汗 析 人 欄 が 始ま っ て 4 時 に 終わ る 定 に な っ て いま ます 。 8 


3 ぎ し 


会 議 室 だ で 既に 午後 3 時 か ら 予約 が 入っ て ます が 。 


w= 


, で 1 時 間 だ け だ と ちょ っ と 厳し いで す が 、 午後 3 時 まで は 空 
いて いま す よ ね 。 
人 は い 、 空い て いま す 。 

. で は 、 部長 に 確認 し て か ら 掛 け 直 し ます の で 。 失礼 し ます 。 


a 
AS の が どう しま 
し ょ うか 。 


じ は ん 
ミラ うー ん 、 じ ゃ 、 1 時 半 か 


ら 会 議 を 始め る と いう 
こと で 。 


s は い 、 わ か り ま し た 。 で 


は 、 あ さっ て 午後 1 時 半 か ら 8 号 室 に 予約 を 入れ て お きま す 。 


じ か ん へ ん こう けん れん らく 
: う ん 、 あ と 、 時 間 変 更 の 件 を みん な に 連絡 し と いて 。 


ほ 。 はい 、 わ か り ま し た 。 


どか 


TA 
Ms 


8 名 Dr】 
侯 生 肖 表 2 


況 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 週 叉 (中 文 ) 
ミー ティ ング ⑥① 井 会 , 集 会 : 磁 共 
了解 (9 ょ うか い )⑩ [名 ・ 他 動 3] 了解 : 理 解 , 伯 会 ; 体 六 


は ん ば いそ く 


販促 (は ん そく )⑩ [名 ] 促 秒 で 販売 促進 "的 筒 化 和 ) 
少な く と も (すく な く と も )③⑨③ [ 副 ] 至 少 ., 最 低 限 度 


既に (すでに )① [ 副 ] 巳 笛 
直す (な お す )② [ 他 動 1] 改正 ; 修 改 . 修 理 ; 履 変 ; 重 伺 


oe 前 意思 是 “理解 "、* 明 白 ”"。“ 也 解 し まし た ” 常 用 手 接 到 上 司 的 指示 后 伏 出 回 
徐 , 意 思 是 “ 我 知 道 了 ”, 美 似 手 “わか り ま し た ”。 在 入 訪 随 便 的 協 合 。 近 可以 用 “ 也 解 で す ” 


りり 3 
りょう か いい 


或 "了解 "。 


すく じ gn 
2. 少な く と も 1 時 間 は か か る な 
< 少な く と も ” 是 副 周 意思 是 “ 至 少 ”, 表 示 最 低 限 度 。* は "代替 “が "表示 張 油 。 
人 家 か ら 駅 まで 歩い て いく と 、 少なくとも 30 分 は か か る 。( 信 家 里 走 到 年 靖 至 少 要 


半 條 小 時 。) 
人 この バッ グ は 少な く と も 10 万 円 は する 。 ( 乏 條 包 至 少 要 10 万 日 元 。) 


3. 1 時 間 だ け だ と ちょ っ と 厳し いで す が 

送 句 活 交 意思 是 "内 有 1 條 小 時 的 笑 時 賠 太 赴 了 ”。“ だ け ” 表 示 限 定 “ て と "表示 候 役 。 
“厳し い ” 送 條 過 用 法 比較 現 活 , 主 要 有 以下 ルル 和 用 法 : 

P 表示 “産毛 的 ”、“ 産 格 的 ”。 

人 田 申 先生 は 大 変 厳 し いで す 。 (田中 老 米 非常 産 亡 。) 

p 表示 程度 深 , 天 法 忍 愛 . 多 用 手 描 述 自然 丈 境 等 。 
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ム 人 厳し い 著 さ に 耐え られ な い 。 (酷暑 玲 机 。) 

p 表示 条件 、 形 勢 等 十分 緊迫 、 産 肉 , 完 成 某 件 事情 祖 困 信 等 。 

人 人 今 の 実力 で は 、 優勝 は 厳し いか も し れ な い 。 ( 以 現 在 的 笑 力 , 入 玲 礁 用 。) 
在 送 名 笑 中 是 第 三 衝 用 法 。 


4。 うー な 
うーん” 是 感 贅 局 主要 有 了 以下 両 竹 用 法 。 
P 表示 没有 立 即 回 答 対 方 的 提 同 . 面 是 輝 行 了 一 番 思考 。 
人 ( 点 菜 時 ) 
A: 何 に し ます か 。 ( 信 点 仕 名 ? 
B: う ラー ん 、 A セット に し ます 。 ( 盟 …… 我 点 A 礁 客 。) 
p 対 対 方 所 閲 的 医 持 保 劉 意見 , 租 気 委 焼 。 
人 A: この 企画 書 、 こ れ で いい ん で すか 。 ( 芝 傍 企 基 事 六 筐 就 可以 了 喝 ?) 


B: うー ん 、 い くつ か 気 に な る と ころ が ある けど ね 。 ( 明 …… 我 党 得 有 嘱 條 地 方 不 
太 妥 当 。) 


在 本 旨 会 括 中 基 第 一 衝 用 法 。 


ぶ リ 秩 
1. 写 出 下 列 汐 字 的 境 音 。 
[ 例 ] 要求 [よう きゅう ] 


1) 映す [ J (2 関心 [ 」 
3) 背景 」 (4 取り 囲む [ 」 
(5) 漠 然 [ i ⑥) 迅 速 [ | 
(7?) 育む [ 」 (8) 素 早い [ ] 
9) 喜ぶ [ 10 の) 問う [ 


2. 根 据 刀 文 内 容 , 在 括 号 内 填 入 哲 当 的 内 容 。 

北 業 革命 )(  )、 事 務 処理 を 正確 に こなす こと の で きる ホワ イト カラ ー が 評 
価 さ れ て きた 。 し か し 、 定型 的 な デー タ 処 理 ・ )( )(〈  )、 今 や ュ コン ピュ ー タ が 
迅速 に や っ て くれ る 。 い つの 世 (  )〈  )、 稀 少な 財 が マー ケッ ト で 評価 され る 。 コ 


ンピュータ (  )( 。) ま ね の で き な い 人 間 の 能力 が 求め られ る 。(  )( )〈 ) @ 


う ぞ う せ い 


、 他 者 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取る 能力 と 、 新 し いも の を 生み 出す 創造 性 で 


3. 倍 照 例 名, 完成 或 政 写 名 子 。 
[ 例 1] この ドレ ス / わ た し 派手 すぎ る っ この ドレ ス は わた し に は 派手 すぎ る 。 


し ょ う が く せい 


1) こ の 開 題 / 小 学生 / 難 し すぎ る 

(2) あ の レス トラ ン / 学 生 / 高 すぎ る 

(3) こ の セー ター/ 妹 / 大 きす ぎる 

(④ 親 に うそ を つく こと / わ た し / で き な い 

(5) こ の 仕事 を 一 日 で 終わ ちら せる こと / 彼 / 無 理 だ 


き そく た だ 


[ 例 2] 健康 を 保つ 規則 下 し い 生 活 が 重 妥 だ っ 


[ 例 3] 


[ 例 4] 一 


健康 を 保つ に は 、 規則 正しい 生活 が 重 要 だ 。 
①) こ の 計画 を 成功 させ る / み ん な の 協 力 が 必要 だ 

びょう き よ ぼう で を うん どう た いせ つ 
(2) 病気 を 予防 する / 適 度 な 運動 が 大 切 だ 
(3) こ の 間 題 を 解決 する / チ ー ム 全員 の 和夫 力 が 求め られ る 
(④ 山 頂 ま で 癌 る / 体 力 が 必要 だ 

みせ は い よ や く ひつ よう 

(5) そ の お 店 に 入る / 和 予約 が 必要 だ 


課 長 は T C 社 に 打ち 合わ せ に 行く と 言っ た / 午 後 の 会 議 に は 出席 し な い つ 

ヽ ちょ う ディー ター じゃ う \ 2 い ぎ ゅ っ 
課長 は T C 社 に 打ち 合わ せ に 行く と 言っ た か ら 午 後 の 会 議 に は 出席 し な い 
は ず だ 。 


じ あ い か か: 
1)9 時 に ここ で 会 お うと 言っ た / 彼 は も うす ぐ 来 る 
へ や で ん き だ れ か え 
(2) 部 屋 に 電気 が つい て いな い / 誰 も 帰っ て いな い 
(3) と て も 簡単 な 問題 だ / 新 人 の 山下 さん で も 解決 で きる 
(④ 今 日 は ゴー ルデン ウィ ー ク の 最 終 日 だ / 新 幹線 も 空港 も 込ん で いる 
(5) 来 月 は クリ スマ ス だ / デ パー ト で は も うす ぐ セ ー ル が 始ま る 
= か ぞ く うし な か ぞ く うし な 
瞳 / 家 族 を 衝 っ た っ 一 瞳 に し て 家族 を 失 っ た 。 
じん せい さん じゅ う 
AN 王立 っ 
の 全 明 / 論 文 を 書き 上 げた 


(3)50 蔵 / 初 め て 親 り こ な っ た 


(④)3 回 目 / 実 験 は や っ と 成功 し た 
(5)5 同 目 / よ う や く 試 験 に 合格 し た 


「 例 5] 今年 /5 キ ロ 痩 せ た いと 遇 うぅ つ 
今年 こそ 5 キロ 痩せ た いと 思う 。 
(D① 今 度 / 総 対日 本 語 能力 試験 合格 する 
②) 健 康 / 成 功 へ の 第 一 - 歩 
(3 こち ら / い つも お 世話 に な っ て お り ま す 
(の これ / 本 場 の 日 本 料理 だ 


か いし ゃ 


(5 佐藤 さん / う ちの 会 社 が 来 め て いる 人 材 だ 


| 社 充 単語 表 


況 字 ( 優 名 湊 音 ) 声 骨 週 叉 (中 文 ) 
[名 ] 女 式 礼服 

派手 (は で )② [名 ・ ナ 形 ] 鮮 換 前 , 拒 硬 前 

病気 (ぴょ うき )⑩ | [名 ] 病 . 疾 病 

予防 ( よ ぼ う )⑩ [名 ・ 他 動 3] | 預 防 

適度 (て きど )① [名 ナ 形 ] | 人, 人 
保つ (た も つ )② [ 他 動 1] 保持 維持 ; 保 住 


規則 正しい ( き そ く た だ し い )⑥ [ イ 形 ] 有 規 律 的 
間違い (いま ちがい )③ [名 ] | 滑 選 直江 


ひど い ② [ イ 形 」 残酷 的 : 対 分 的 : 毛 害 的 
子ども の 日 (こども の ひ )⑤ [名 ] (5 月 5 日 的 日 本 ) ル 童 項 
一 騨 (いっ し ゅ ん )⑩ [名 ・ 副 ] | 一瞬 同 , 一 衝 那 
書き 上 げ る (か き あ げ る )④⑨ [ 他 動 2] 写 完 

運転 免許 (うん て ん めん き ょ ゃ )⑥⑤ | [名 ] 四 納 正 

実技 試験 ( じ つ ぎ し けん )④③⑤ [名 ] 容 了 操作 測 唆 

絶対 (ぜったい )⑰ [名 ・ 副 ] | 旬 対 中 決 , 一 定 

チー ム ワ ー ク ③④ [名 ] 囲 喘 合作 


Oe る © 


弘 字 ( 候 名 姜 音 ) 声 洞 


週 性 


詰 叉 (中 文 ) 


( 妹 表 ) 


政治 (せい じ )⑨⑩⑥ 


[名 


政治 


世間 ( せ け ん )① 


世 同 , 世 上 社会 


実力 ( じ つ り ょ く )⑩ 


[名 ] 


笑 力 


差 ( さ )⑩ 


[名 ] 


差別 , 差 昇 9 区 別 j 大 距 


本 場 ( ほ ん ば )⑩ 


[名] 


原産 地 ; 地 道 


トド OD 


[名 」 


成 本 : 谷 格 , 作 第 


協力 (きょう り ょ く )⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


坊 力 , 共 同 努 力 : 配 合 , 坊 助 


実験 (じっけん )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


